
　
「
江
戸
×
現
代
音
楽
」
は
、
落
語
、
端
唄

と
三
味
線
音
楽
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
二
夜
に

わ
た
る
公
演
で
す
。
第
一
夜
「
落
語
×
現
代

音
楽
」
は
、
江
戸
落
語
の
第
一
人
者
で
あ
る

古
今
亭
志
ん
輔
氏
を
ゲ
ス
ト
に

年

の
旗
揚
げ
公
演
を
リ
バ
イ
バ
ル
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
お
送
り
し
ま
す
。
約
年
に
わ
た
っ

た
志
ん
輔
氏
と
の
「
真
景
累
ヶ
淵
」
全
段
公

演
を
経
て
、
改
め
て
言
葉
と
音
の
ぶ
つ
か
り

合
い
に
挑
み
ま
す
。
第
二
夜
「
端
唄
×
現
代

音
楽
」
は
、
三
味
線
音
楽
界
の
名
人
、
本
條

秀
太
郎
氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
三
味
線
音
楽

か
ら
江
戸
文
化
を
見
つ
め
、
幻
想
文
学
作
家
、

泉
鏡
花
の
作
品
に
ひ
そ
む
江
戸
憧
憬
を
音
楽

で
描
き
ま
す
。 

　
落
語
と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
る
「
噺
」
に

は
珍
し
い
、
目
新
し
い
物
語
と
い
う
意
味
が

あ
り
、
端
唄
の
「
端
」
は
極
限
を
意
味
し
ま

す
。
江
戸
文
化
の
最
先
端
で
あ
っ
た
落
語
と

端
唄
を
媒
介
と
し
て
、
江
戸
と
現
代
を
行
き

来
し
な
が
ら
、
新
し
い
「
粋
」
の
形
を
見
出

し
ま
す
。

（両夜とも）

　
淡
座
は
、
現
代
音
楽
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
、

日
本
の
芸
術
文
化
を
行
き
来
し
、
文
化
の
古

今
と
東
西
を
つ
な
ぐ
た
め
の
活
動
を
行
う
、

作
曲
家
と
演
奏
家
に
よ
る
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

グ
ル
ー
プ
で
す
。
私
た
ち
は
、
様
々
な
日
本

の
文
化
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
江
戸
文
化
か

ら
学
ぼ
う
と
し
て
い
ま
す
。
江
戸
文
化
独
自

の
発
想
の
も
と
「
形
の
な
い
も
の
、
目
に
見

え
な
い
も
の
」
、
つ
ま
り
言
葉
、
文
化
、
哲

学
、
思
想
な
ど
、
人
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

も
の
の
在
り
方
を
模
索
し
、
作
品
や
演
奏
と

し
て
発
信
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

写
真
提
供
： 

ト
ー
キ
ョ
ー
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ス
ペ
ー
ス

外
苑
通
り

赤坂見附駅

ホテル
ニュー
オータニ

東京
ガーデン
テラス
紀尾井町

上智大学
紀尾井
ホール

聖イグナチオ
教会

永田町駅

紀尾
井坂

麹町駅四
谷
駅 新宿通り

清水
谷坂

四ツ谷駅（JR線・丸の内線・南北線） 麹町口 徒歩6分 
麹町駅（有楽町線） 2番出口 徒歩8分 
赤坂見附駅（銀座線・丸の内線） D出口 徒歩8分 
永田町駅（半蔵門線・有楽町線） 7番出口 徒歩8分

東京都千代田区紀尾井町6–5 5階
03–3237–0061
www.kioi-hall.or.jp

紀尾井小ホール

料金／
一般4,000円、学生3,000円（全席自由）
二夜セット券（お取扱いは淡座のみ）：
一般7,000円、学生5,000円

購入・ご予約・お問い合わせ／
淡座：
080–4091–6491、info@awaiza.com

紀尾井ホールチケットセンター： 
03–3237–0061（10時～18時、日・祝休）
＊二夜セット券は淡座でのみお取扱い致しております

＊未就学児童の入場はご遠慮ください

あ
わ
い
ざ

茨
城
県
出
身
。

年
本
條
流
を
創
流
。古
典
・
民

族
音
楽
を
礎
に
、現
代
に
生
ま
れ
た
伝
統
的
三
味
線
音
楽

の
楽
派「
俚
奏
楽
」を
発
表
。多
年
に
渡
り

曲
に

お
よ
ぶ「
端
唄
」を
収
集
。新
作
端
唄
を
多
数
作
曲
、演
奏

発
表
し
て
い
る
。端
唄
、民
謡
、民
俗
芸
能
の
採
譜
・
発

掘
、

制
作
や
海
外
で
の
演
奏
活
動
も
精
力
的
に
行
っ

て
い
る
。

年
に
は
民
謡
の
再
生
、モ
ダ
ン
化
へ

の
試
み
と
、日
本
民
謡
を
日
本
の
民
族
音
楽
と
し
て
定
着

さ
せ
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
細
野
晴
臣
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

「A
TA

V
U

S

（
先
祖
帰
り
）」を
公
演
。

定
期
公
演
と
し
て
、俚
奏
楽
、江
戸
端
唄
〜
江
戸
を
聞
く
〜
、

鄙
哥
〜
伝
え
ゆ
く
詩
達
〜
、現
代
音
楽
三
味
線「B

ead
s

」

を
開
催
。

年
よ
り

大
河
ド
ラ
マ
の
邦
楽

指
導
　
龍
馬
伝
・
八
重
の
桜
等
。
97
年
シ
ア
ト
ル
・
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
に
て
日
本
舞
踊
ア
メ
リ
カ
公
演「
俚
奏
楽
　
俊

寛
」を
作
曲
・
演
奏
。

〜
13
年
演
劇
界
の
鬼
才

サ
イ
モ
ン
・
マ
ク
バ
ー
ニ
ー
演
出「
春
琴
」に
参
加
、ロ
ン

ド
ン
・
パ
リ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
東
京
公
演
等
に
出
演
・

演
奏
。著
書「
本
條
秀
太
郎 
三
味
線
語
り
」淡
交
社
。日

本
音
楽
著
作
権
協
会
正
会
員
、桐
朋
学
園
芸
術
短
期
大
学

招
聘
教
授
歴
任
。

年
第
54
回
文
化
庁
芸
術
選
奨

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
。

年
紫
綬
褒
章
受
章
。

三
味
線
演
奏
家
・
作
曲
家

年
月
25
日
　
東
京
都
品
川
区
生
ま
れ

年
月
　
三
代
目
故
古
今
亭
志
ん
朝
に
入
門
　

前
座
名
は「
朝
助
」

同
年
月
　
初
高
座 

演
目『
時
そ
ば
』

年
月
　
二
つ
目
に
昇
進
　
師
匠
志
ん
朝
の
前

名「
朝
太
」襲
名

年
月
〜

年
月
　

テ
レ
ビ

「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演

年
月
　
真
打
昇
進「
古
今
亭
志
ん
輔
」襲
名

〜
03
年
　

-

ラ
ジ
オ「
名
曲
リ
サ

イ
タ
ル
」の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
務
め
る

年
〜
　
新
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

と
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演

現
在
、落
語
協
会
理
事

0
874

sinsuke.com

落
語
家

福
岡
県
出
身
。東
京
音
楽
大
学
卒
業
、同

大
学
院
修
了
。日
本
人
作
曲
家
の
作
品
を

演
奏
す
る「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ト
リ
プ

テ
ィ
ー
ク
」メ
ン
バ
ー
。水
野
修
孝
氏
の

チ
ェ
ロ
協
奏
曲
を
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ト
リ

プ
テ
ィ
ー
ク
と
共
演
し
た
。

ラ
ジ

オ
ド
ラ
マ
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、映

画
の
音
楽
に
も
携
わ
り
、ク
ラ
シ
ッ
ク
を

始
め
、国
内
外
の
作
曲
家
の
新
曲
を
数
多

く
初
演
す
る
な
ど
、音
楽
や
人
と
の
出
会

い
を
楽
し
み
な
が
ら
様
々
な
演
奏
活
動
を

行
っ
て
い
る
。こ
れ
ま
で
に
チ
ェ
ロ
を
秋

津
智
承
、森
純
子
、堀
了
介
、
フ
ェ
イ

ギ
ン
の
各
氏
に
、室
内
楽
を
東
彩
子
、苅

田
雅
治
、浦
川
宜
也
の
各
氏
に
師
事
。

東
京
音
楽
大
学
卒
業
後
、桐
朋
学
園
大
学

院
大
学
修
了
。篠
崎
功
子
、岡
山
潔
、藤

原
浜
雄
の
各
氏
に
師
事
。第
回
横
浜
国

際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
弦
楽
器
一
般
部
門
第

位
。同
コ
ン
ク
ー
ル
よ
り
奨
学
金
を
得
、

パ
リ
・
エ
コ
ー
ル
・
ノ
ル
マ
ル
音
楽
院
へ

留
学
。同
音
楽
院
に
て
、ド
ゥ
ヴ
ィ
・
エ

ル
リ
、原
田
幸
一
郎
の
両
氏
に
師
事
す
る
。

定
期
的
に
千
々
岩
英
一
氏
の
指
導
も
受
け
、

パ
リ
で
ソ
ロ
や
室
内
楽
、新
作
の
演
奏
活

動
も
行
う
。

年
帰
国
。各
地
で

リ
サ
イ
タ
ル
を
行
う
他
、m

m
m

...

、リ

レ
ー
シ
ョ
ン
’70
、目
黒
弦
楽
四
重
奏
団
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ト
リ
プ
テ
ィ
ー
ク
な
ど
、

現
在
は
ソ
ロ
や
室
内
楽
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

な
ど
幅
広
く
活
動
中
。桐
朋
学
園
芸
術
短

期
大
学
非
常
勤
講
師
。

淡
座
代
表
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
作
曲
科
卒
業
、

同
大
学
大
学
院
音
楽
研
究
科（
修
士
課
程
）

修
了
。在
学
中
よ
り
国
内
外
の
音
楽
祭
、

セ
ミ
ナ
ー
等
に
参
加
し
作
品
発
表
を
始
め
、

ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
、ロ
ワ
イ
ヨ
モ
ン
作

曲
講
習
会（
フ
ラ
ン
ス
）、ル
ツ
ェ
ル
ン
音

楽
祭
ア
カ
デ
ミ
ー（
ス
イ
ス
）、ト
ン
ヨ
ン

国
際
音
楽
祭（
韓
国
）、ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ

ト
夏
季
現
代
音
楽
講
習
会（
ド
イ
ツ
）等
、

各
地
で
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

74
、75
、78
回
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
作
曲

部
門
入
選
等
、受
賞
歴
多
数
。一
部
の
作
品

はE
d

ition W
unn

（
ド
イ
ツ
）よ
り
出
版

さ
れ
て
い
る
。近
年
は
聲
明
を
中
心
に
、

雅
楽
、民
俗
儀
礼
や
口
頭
伝
承
等
に
取
材

し
、日
本
の
音
と
言
葉
を
源
流
か
ら
探
り
、

文
化
の
古
今
と
東
西
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
主

な
テ
ー
マ
と
し
て
創
作
を
展
開
。

3shim
ai.com

/yu/

本
條
秀
太
郎
氏
に
師
事
し
、本
條
秀
慈
郎

の
名
を
許
さ
れ
る
。桐
朋
学
園
短
期
大
学

部
卒
業
、在
学
中
故
杵
屋
勝
芳
壽
氏
に
師

事
。現
在
同
大
学
講
師
。現
代
邦
楽
研
究
所

修
了
。

フ
ェ
ロ
ー
に
よ
り
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
へ
留
学
。第
70
回
文
化
庁
芸
術
祭

新
人
賞
、第
25
回
出
光
音
楽
賞
、第
27
回

京
都
青
山
音
楽
賞
青
山
賞
、第
12
回
宇
都

宮
エ
ス
ペ
ー
ル
賞
受
賞
。東
京
オ
ペ
ラ
シ

テ
ィ
文
化
財
団〝
↓
〞出
演
。Lond

on 

W
ig

m
ore H

all 

で
演
奏
。坂
本
龍
一
、藤

倉
大
の
ア
ル
バ
ム
に
参
加
。Ensem

b
le 

N
O

M
A

D

、Avanti!

室
内
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

ソ
リ
ス
ト
と
し
て
は
指
揮
者
秋
山
和
慶
氏
、

井
上
道
義
氏
、東
京
シ
テ
ィ
・
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ッ
ク
管
弦
楽
団
、日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
交
響
楽
団
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
金
沢
と
共
演
。文
化
庁
文
化
交

流
使
に
任
命
さ
れ
、Ensem

ble M
odern

、

E
n

se
m

b
le In

te
rC

o
n

te
m

p
o

ra
in

 

soloists

、

と
も
共
演
す
る
。現
代

の
三
味
線
音
楽
を
模
索
し
て
い
る
。

作
曲

三
味
線

チ
ェ
ロ

©林喜代種

主
催
・
企
画
／
一
般
社
団
法
人 

淡
座

作
曲
・
構
成
／
桑
原
ゆ
う
（
淡
座
）

出
演
／
三
瀬
俊
吾
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／
淡
座
）

　
　
　
竹
本
聖
子
（
チ
ェ
ロ
／
淡
座
）

　
　
　
本
條
秀
慈
郎
（
三
味
線
／
淡
座
）

協
賛
／
株
式
会
社
エ
ボ
ラ
ブ
ル
ア
ジ
ア

　
　
　
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社

後
援
／
株
式
会
社
シ
ス
テ
ム
ア
リ
カ
　
ア
ー

　
　
　
ト
ジ
ョ
イ

　
　
　
東
京
芸
術
大
学
同
声
会

淡
座
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
／aw

aiza.co
m

特
別
出
演
／
古
今
亭
志
ん
輔
（
落
語
家
）

　
　
　
　
　
本
條
秀
太
郎
（
三
味
線
演
奏
家
）


